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東京都江東区にある排水機場
東京都は24日、2022〜31年度の「東京港海岸保全施設整備計画」を策定した。地球温暖化による海面上昇や台風の強大化に備え、10年間で1500億円をかけて防潮堤のかさ上げや排水機場の増設、水門の耐水・耐震対策をすることなどを盛り込んだ。

東京港の海岸線に設置している防潮堤のうち、気候変動による海面上昇の影響が懸念される約24キロメートルは31年度までのかさ上げ完了を目指す。約4キロメートルは耐震対策を実施する。排水機場は江東地区と芝浦地区で増設し、降雨量の増加に備える。浜離宮地区の排水機場は廃止する。

都は将来の気温が2度上昇し降雨量が1.1倍になると想定し、基本計画を改定した。国連の気候変動に関する政府間パネル（IPCC）によると、温暖化により2100年に海面が60センチメートル上昇するとされる。





